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敏

感

閑

却

に

於

げ

る

ご

.

つ

の

思

総

け
位
、
総
じ
た
る
も
の
で
あ
る
い
か
ら
A
1
日
に
於
て
第
ム
流
と
都
せ
ら
る
〉
べ
数
曲
学
者
と
紀
元
前
に
於
け

る

第

一

誌

の

数

事

者

之

を

比

較

す

れ

ば

共

思

慮

準

識

の

涯

は

非

常

の

も

の

で

ゐ

る

而

じ

℃

業

中

間

代

位

す

る

数

挙

者

印

ち

幼

稚

な

る

考

よ

b
高

備

な

る

考

に

去

る

聞

の

階

粉

之

も

見

倣

す

べ

3
多

く

の

欺

挙

者

が

各

時

代

に

あ

る

か

ら

古

今

を

過

と

て

数

挙

者

の

秘

類

は

貨

に

勝

し

〈

之
を
業
思
一
慮
皐
識
の
殺
皮
に
依

3
9
℃
分
類
す
れ
ば
何
極
に
も
分
け
る
事
が
出
来
る
で
わ
、
b
う
、

、
一
然
じ
此
多
く
の
数
挙
者
を
大
別
し
℃
一
一
秘
に
す
る
事
が
出
来
る
英
一
種
は
凡
℃
数
践
す
上
の
附

…
践
を
形
に
曲

b
郎

ち

幾

何

準

的

に

説

明

せ

P
A
E
す

る

傾

向

あ

る

者

識

は

新

か

る

説

明

に

多

く

趣
味
・
乞
有
つ
者
他
の
一
都
は
凡
て
欺
事
上
の
問
題
営
符
鋭
に
尚
t
b
即

ち

代

数

率

的

に

説

明

せ

aAι
す
る
傾
向
ゐ
る
者
或
は
斯
か
る
説
明
代
多
く
趣
味
を
有
つ
者
で
ゐ
る
今
、
般
に
前
者
を
形

一
七
八

， 
"一.

銃
一
後
者
を
符
鋭
振

ι名
け
ゃ
う
古
今
に
於
叫
り
る
多
く
の
数
曲
学
者
の
内
に
は
形
振
に
属
す
る
か

符

競

訟

に

腐

す

る

が

一

寸

明

瞭

な

ら

立

る

者

も

少

し

は

無

い

ιも
一
以
ら
ん
が
其
多
〈
は
此
二

採
の
内
何
れ
か
に
踊
じ
て
居
る
事
が
明
瞭
に
知
れ
る
例
へ
ば
近
世
に
於
け
る
仰
倒
の
…
一
大
数

準
家
ぺ

Y

川
J

叶
叶
及
び
吋
バ
J
1
Hを
比

較

す

れ

ば

切

に

前

者

は

形

娠

に

溺

し

後

者

は

符

鋭

振

に
崩
す
一
叉
近
世
の
パ
バ
バ
什
バ
刈
バ
バ
列
刻
川
1
1菌
数
論
〉
に
於
℃
有
名
な
ハ
る
弱
地
鳩
山
の
鉄
製
の
大

量
畳
一
童
話
量
一
吾
首
盟
問
題
関
騒
音
皆
目
麹
塾
塾
留
思
議
官
語
塾
塾
鑓
翠
語
審
警
護
量
調
F

自
然
川
什

J
1叶
及
び
ヲ

1
1バ
斗
バ
外

112比
絞
す
れ
ば
前
者
は
形
一
誠
一
に
戚
じ
広
偶
者
は
府
議
採

に
問
仰
す
1
9

殺
で
あ
る
川
川
制
|
刈
の
ペ
バ

λ
什
対
ー
パ
(
函
惑
に
一
封
ず
る
考
は
非
常
に
幾
何
率
的
で

わ
る
彼
が
-
若
じ
た
る
書
乞
見
れ
ば
彼
の
数
率
上
の
接
見
及
び
意
見
は
如
何
に
多
く
幾
何
問
中
的

r'q・旬"旬、一-
' 一一〆〆

思

想

に

出

る

が

る
考
は
1
1

然

符

鋭

滅

的

ωち
代
数
率
的
で
わ
る
彼
の
蚊
準
金
者
中
一
幾
何
準
の
閥
形
は
殆

r無

い
と
一
百
円
ω

℃
d
I
好
が
、
b
ζ
ノ
以
上
に
識
べ
た
る
は
焼
…
流
の
数
事
裁
の
例
で
φ

の
る
が
狛
第
二
流

第
一
一
一
流
の
数
m

卒

者

も

皆

形

振

と

符

就

振

の

二

被

に

分

つ

事

が

出

来

る

否

此

分

類

は

車

代

数

事

専
門
家
の
問
に
成
¥
立
す
る
の
み
な
ら
ず
放
日
識
の
曲
学
生
中
に
も
成
立
す
る
邸
ち
普
通
の
準
生
中

川
、
分
か
る
之
に
反
し
℃
ヲ
イ
品

y
-ス
ト

フ

ス

の

ア

ジ

ク

チ

オ

y
(
一
闘
激
)
に
謝
す

一・i・
‘ 

、、、

、ー，

に

幾

何

皐

の

得

意

の

者

b

h
代
数
事
の
得
意
の
者
が
ゐ
る
幾
何
間
半
が
得
意
だ
か
ら
代
数
事
も

"，・

得

意

或

は

代

数

壊

が

得

意

だ

か

ら

幾

何

事

も

得

意

だ
1

乙
云
ム
事
は
必
ず
し
も
云
へ
無
い
幾
何

事
が
得
意
の
者
は
形
減
に
腐
す
る
者
代
数
撃
が
符
怠
の
者
は
符
碗
振
に
溺
す
る
者
で
あ
る
閥
単

に
偶
人
間
に
於
℃

の

み

な

ら

ず

凶

民

間

に

於

℃

も

形

振

に

属

す

る

も

の
¥
t
c

符

脱

獄

に

属

す

る

も
の
が
わ
る
ゃ
う
で
み
る
例
へ
ば
古
の
希
胤
代
於
℃
は
非
常
に
幾
何
紘
一
a

が

俊

治

し

た

が

之

に

必
一
日
比
絞
し
℃
代
数
唱
は
徐
λ

ツ

後

述

し

な

か

っ

た

依

に

古

の

希

勝

人

は

形

振

に

泌

す

る

閥

民

と

見

敏
感
昇
ー
に
於
一
げ

4
0

ニ
つ
の
感
知
刷

七
九

‘' 
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方
税
A
1
一)の

U

Y

グ

レ

ユ

レ

ス

イ

γ

グ
グ
日
y

y
の
性
質
乞
分
明
に
一
ま
る
い
は
是
非
フ
ュ

y
y
v
j

N

つ
つ
ペ
ペ
パ
孔
12如
き
山
…
献
に
就
h
d

て
の
考
を
要
す
る
め
等
は
単
に
倣
啓
介
中
に
て
形

訴
的
思
想
が
併
紘
一
蹴
的

m山
認
に
勝
る
鮎
で
ゐ
ふ
が
他
の
純
類
の
敷
地
十
に
於
一
ー
し
も
前
者
一
が
後
ポ

一
入
〕

川
敷
問
中
昇
仁
於
t

げ
る
」
つ
い
の
瓜
畑
出

及
び
最
小
)
の
理
も
幾
何
一
ヂ
仰
の
闘
に
曲
、
b
wり
れ
ば
白
然
不
分
明
に
務
ゆ
り
易
い
或
る

j

y

ク
チ

引
コ
パ
の
寸
ペ
引
バ
汁
斗
什
叶
汁
外
外
川
(
完
結
ヘ
匁
)
司
り
如
b
d

は
面
積
な
る
考
が
無
け
れ
ば
さ
ぷ
味

k
r
h
i

と
不
砂
川
i-
」な
ι
リ
英
一
際
一
周
も
殆
刊
と
無
く
な
る

η
コ
コ
t

汁
1
1

汁
川
一
寸
判
什
パ
叶
列
(
微
分

J
4
ヲ

J
1
1
7
町
一
ノ
冒
ク

I
f

. ，電

附
続
税
源
的
に
考
へ
れ
ば
郎
十
り
茶
ア

Y

グ
メ
シ
ト
の
無
限
小
媛
化
ぷ
件

λ
誕
ブ
ン
ク
ナ
オ
ン
の

無
限
小
…
強
化
の
業
。

η刈
ペ
ペ
汁
川
の
無
限
小
判
鋭
化
に
制
問
中
9

る
比
一
で
あ
る
然
し
之

M
M同
い
は

人
に
微
分
係
数
な
る
も
の
〉
切
な
る
印
象
を
奥
へ
無
い
之
に
反
し
て
第
一
識
に
ア
ン
ク
ナ
ォ

己
主
幾
何
制
学
的
に
期
し
其
1
1
0
J

倣
一
分
係
数
の
意
味
を
考
ふ
れ
ば
微
分
係
数
に
悦
す
ゅ
ー
が
除

;

と

な

る

此

他

微

分

に

℃

論

ず

る

つ

引

引

2
司
引
い
l
川

一

バ

ゴ

ム

ム

最

大

4
1
1
t
t
J
u
-
-
I
'
』

n
E
i
a

戸

可
，
 一，

一
が
ゐ
五
一
日
疋
よ
λ

ソ
其
長
短
を
諭
ヒ
て
見
ゃ
う

形
滅
的
一
怠
認
の
符
減
滅
的
思
想
に
勝
る
粕
は
第
一
形
滅
的
議
論
説
は
説
明
は
凡
℃
形
に
依

b

或
は
形
一
一
を
基
礎
ー
す
る
が
故
符
披
源
的
議
論
戒
は
説
明
よ

b
人
に
英
議
論
或
は
説
明
の
滋
味

の
切
な
る
印
象
を
興
べ
る
従
以
℃
物
醸
成
は
化
撃
に
臆
用
の
出
来
る
数
挙
は
皆
形
滅
的
思
想

の
数
的
地
=
で
あ
る
要
す
る
に
形
仮
的

m山
知
山
は
凡
'
℃
日
.
に
見
ゆ
る
物
に
尚
ム
ツ
数
組
?
の
説
明
そ
せ

A

と
す
る
の
だ
か
ら
其
熔
用
も
民
主
理
で
ゐ
る
例
へ
ば
微
積
分
の
如
含
使
，
利
の
も
の
も
若
し
幾

何
挙
の
駒
形
の
助
な
〈
P
A
ば
到
底
今
日
の
如
く
際
的
く
徳
用
は
出
来
無
い
微
積
分
な
飽
〈
お
符

競
荻

um一
ぷ
形
民
山
仰
心
ず
研
究
し
・
だ
な
.1b
ば
成
る
程
非
'
常
民
高
山
川
・
-
一
な
る
理
・
は
一
授
'
見
出
来
h

るで
-
b

一
謹
璽
躍
は
笠
宮
皆
既
設
設
設
関
誌
設
問
設
設
震
設
露
関
国
調
思
議
題
欝
欝
騒
騒
爵
襲
爵
懇
璽
爵
欝
語
塾
塾
議
題
議
議
関
F

l
I
う
が
怠
れ
は
唯
一
一
利
の
抽
象
的
m
l

理
論
の
み
ぷ
℃
物
想
化
問
中
ー
な

E
に
憾
用
い
は
出
家
M
m

い
此

mj
一
論
を
分
明
に
し
い
物
m
m
化
事
等
に
路
用
せ
J
A
ー
す
る
に
は
局
非
形
滅
的
応
部
の
カ
に
曲
、
b
な

〈
て
は
段
、
b
無
い
例
へ
ば
成
る
汁
ぺ
川
バ
斗
け
(
総
数
)
の
つ
汁
列
叶
刈
J

什
(
函
一
般
)
の
微
分
一
係
一
数
を

数

郎

事

問

介

に

於

げ

る

ニ

つ

の

風

刺

叫

」

八

O

ぉ
倣
す
挙
が
出
来
る
又
古
の
印
皮
に
於
だ
は
非
常
に
代
数
事
が
後
述
し
た
が
之
に
比
較
し
℃
幾

何
十
率
け
…
徐
ム
リ
後
述
し
な
か
っ
た
故
に
古
の
印
皮
人
は
箱
枕
振
に
制
御
す
る
凶
民
i
」
見
倣
す
率
一
が

出
来
る
要
す
る
に
形
源
的
数
皐
の
天
才

t
綜
銃
滅
的
数
事
の
天
才
は
何
れ
も
故
事
の
天
才
で

は
あ
る
が
共
性
銭
が
異
A
Y

℃
居
る
や
ラ
で
あ
る
兎
比
角
古
今
宮
通
・
b
℃
数
事
関
併
に
は
ニ
つ
の

一
思
想
が
あ
る
郎
ち
形
派
的
思
惣
及
伏
符
鋭
源
的
思
相
泌
が
あ
る
w
d

ら
ば
比
一
一
つ
の
思
制
畑
中
川
円
れ

が
数
準
上
重
づ
べ
含
も
の
・
な
ら
や
t
乙
一
五
ふ
之
一
概
に
答
は
出
来
無
い
雨
応
認
に
各
長
所
短
所
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・ヤ-

敏

感

界

に

於

げ

JYJ.¥ 

恋{• -

d
・

0

二

勺
L

』の

一八日

4R 

に
勝
る
給
、
か
中
々
み
る
且
b
i
b
茶

事

を

話

芯

う

背

は

敏

感

界

に

℃

L
V

ク
叶
斗
バ

η
ノ
ア

ペ
Y
(
滋
強
数
)
は
数
率
上
如
何
に
重
ず
ぺ
主
も
の
な

β
や

が

知

れ

な

か

っ

た

或

る

挙

者

の

如

主

は

之

を

会

く

無

意

味

の

も

の

1
乙
し
℃
、
技
法
を
奥
へ
な
か
っ
た
胎
謬
見
は
徐

b
に

符

蹴

滅

的

思

コ
V
J

，フ

想

に

依

厳

し

過

ぎ

た

か

ら

起

b
た
の
、
て
ゐ
る
十
九
世
紀
の
初
頃
形
滅
的
の
考
よ

b
コ

ν
プ

レ

ク

セ

広

J

へ
U
r

は

幾

何

事

的

の

意

味

を

有

す

る

事

が

後

昆

出

来

其

結

果

此

バ

リ

ノ

ア

ν
の

椀

宛

も

盛

に

な

b
数
忠
一
・
は

バ
リ
ノ
ア

曲，、
)V 

の

y
v
v
ク
チ
オ

一
大
進
歩
+
ど
し
た
是
も
形
滅
的
思
怨
の
効
果

で
あ
る

Y

ト

ン

の
ク
オ
タ

ン
(
四
一
冗
法
)
の
後
見
も
形
滅
的
の
考
に
悲
b
d

℃

居

る

如

.>、

)1.ノ

』司、、

オ

一川川
f
乙
な
れ
ば
ク
オ
タ

Y

で

あ

る

印

ち

大

コ

わ

λ

リ
且
方
向
あ
る

y

の
加
法
減
治
来
法
除
法
ー
の
如

35
は

列

利
J
列

ノV

ン
の
根
底
は
プ

オ

ニr..

グ

ト

も
の

で
ゐ
る
此
ア

ノV

一
オ
ン
の
最
初
に

ニi:.，

ク

論

ず

る

も

の

で

あ

る

が

プ

ク

ト

Y

の
一
策
法
及
び
除
法
の
後
見
に
は
ペ
ー
ミ

Y

ト

ν
は

大

に

苦

こ:t::.

v
む

し

た

其

苦

心

中

彼

の

考

に

は

常

に

幾

何

率

的

の

方

向

な

る

思

怨

が

あ

b
た

に

秘

惑

な

℃

見

れ

ば

ク

オ

Y

タ

V耳

し

一

オ

ン

も

要

す

る

に

形

探

的

思

想

の

後

展

で

み

る

前

に

も

油

ぺ

た

る

如

t
、

ゴ

シ

プ

レ

ク

セ

バ

η
ノ
ア
A

へ
ν
F

を

幾

何

事

的

に

縦

す

事

は

一

3ごh

大

後

見

で

あ

b
た

が

次

に

叶

富J
護 ~I

コc'.

、

円

げ

r
t
q

一
が
一
大
問
題

t
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問
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-
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弟
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た
る
如
く
形
減
数
卒
者
の
大
家
で
み
の
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を
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右
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述
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運
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な

る

概

念
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徐
一
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意
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し
難
く
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る
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上
越
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た

る

は

形

滅

的

思
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符

腕

一

滅

的

思

想

に

勝

る
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わ

る
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議
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概

し

て

探
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で

あ

る

符
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源

流

に

数
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b
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開
先
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れ
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形
蹴
の
企
て
及
ば
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0
・

る

域

に

議

す

る

事
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出

来

る

放

に

高

等

欺

事

の

研

究

に

於

て

は

如

何

な

る

形

滅

的

十

思

想

も

皆

符

披

源

的

思

砲

の

助

を

袋

b
℃
居
る
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は
解
訴
幾
何
事
(
代

-
敏
感
採
に
一
於
げ
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つ
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感
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℃
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梨
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わ
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℃
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注
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介
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滅
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な
る

設
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落
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滅
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く
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蹴

源

的

思

想

メ
は
V

吊
山
内
・
リ
山
閉
山
広
務

J
'
F
1
1
J

、v
t
v
J
E
ι
t
a
d

」一
4

、』，W
E
s
t

メ

ユノ

シ'

ォ-

ン'

ス
レ
ι

~ 
un 
の
内
に
一
成

立

し

J，、
b 

つ
或
は

つ

以

下

の
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時
に
闘
に
販
す
事
の
出
来
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形
源
流
の
数
撃
の
一
大
紋
結
で
わ
る
今
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に
第
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第
五
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数
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ど
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三
つ
以
上
多
く
の
ヂ
メ
ン
シ
オ
ン
ス
を
有
つ
空
間
わ
え
リ
と
し
其
宗
一
聞
を
吾
人
が
理
解
す
る
事

が
出
来
れ
ば
此
快
駄
を
補
ム
事
が
出
来
る
が
然
ら
怠
る
以
上
は
此
紋
織
を
補
ム
事
は
中
々
関

嫌
で
あ
る
敏
感
が
次
第
に
多
く
の
事
代
臆
用
せ
ら
る
〉
に
去
れ
ば
此
一
蹴
結
は
鐙
々
人
に
域
ぜ

ら
る
〉
や
う
に
な
る
で
あ
ら
う
如
何
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な
れ
ば
或
る
事
貨
の
縫
化
又
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或
る
量
の
増
減
を
数

事
的
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究
す
る
に
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b
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事
賓
の
帥
鋭
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減
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悶
・
と
な
る
ぺ
b
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佐
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滅
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に
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す
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